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敷島町は、山岳、丘陵、扇状地と起伏に富んだ地形を持つ町です。このような地形が生活

環境に適していたのでしょう、本町には縄文時代からの多くの貴重な文化遺産が存在し、そ

の一部が発掘調査によって私達の眼前に姿を現して過去の様子を物語つてくれます。

昭和52年の金の尾遺跡の発見、昭和62年の天狗沢瓦窯の発見に続き、平成 4年に店舗建設

に伴う試掘調査によって新たに発見されましたのがこの 【御岳田遺跡】であります。

古墳、平安時代の住居跡や祭祀に関係する跡など、貴重な成果を得ることができ、敷島町

の歴史の 1コ マを付け加えることができました。

今後は、調査で得られました資料が研究や教育に活用され、2次的成果をあげられるよう

努力をしていきたいとおもいます。

最後に、株式会社オギノの文化財保護と考古学に対する深い見識のもとに調査が行われ、

ここに報告書を刊行することができ、また、多くの方々よりご協力をいただきましたことに

厚く感謝いたし序とします。

平成 H年 9月

敷 島町教育委 員会

教育長 中 山   昭



例   言

1.本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町大下条に所在する御岳田遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、株式会社オギノによる店舗建設に伴う発掘調査である。発掘調査から報告書干J行 までの

経費は株式会社オギノが負担した。

3.試掘調査は平成 4年 (1992)11月 に行い、この結果を踏まえて発掘調査は平成 5年 (1993)4月

7日 より同年 7月 12日 まで行った。整理作業は断続的に行った。

4.発掘調査にあたつた組織は、次のとおりである。

調査主体者  敷島町教育委員会

調査担当者  大鳥正之 (敷島町教育委員会生涯教育課主任)

調査事務局  敷島町教育委員会・株式会社オギノ

5。 本書の執筆、編集は大蔦正之が行い、第 3章は石神孝子氏 (県埋蔵文化財センター文化財主事)が

担当した。遺構、遺物の写真は大鳥が撮影し、遺跡空中撮影は株式会社シン技術コンサルが行った。

6.出土石製品の材質鑑定は、宮里学氏 (県埋蔵文化財センター文化財主事)が担当した。

7.発掘調査並びに報告書作成にあたり次の方々よりご指導、ご協力を戴いた。ここにご芳名を記し

て厚 く感謝申し上げる。

羽中田地雄 (敷島町文化財審議会)、 十菱駿武 (山梨学院大学)、 坂本美夫、小林健二、宮里 学、

石神孝子 (県埋蔵文化財センター)、 保坂広昭、池谷建材店        (順 不同、敬称略)

8。 発掘調査・整理作業参加者

野中はるみ、三井清広、羽中田俊子、関本芳子、高添美智子、清水光子、浅川松子、小林邦隆、

尾浮玉枝、三井裕子、飯室久美恵、北原和江、兼子よし子、山本多美子、石川弘美、若月すみ

子、加藤千恵子、小林明美、小菅春江、小林早苗、山路宏美、長田由美子、堤吉彦

(順不同・敬称略)

9,本遺跡の出土遺物及び調査で得られたすべての記録は一括して敷島町教育委員会に保管してある。

凡   例

遺構図面中のスクリーントーン上義爺1帝|は焼土範囲を示す。

遺物中のスクリーントーンににに納よ内黒土器、 ■■■lは媒付着痕を示す。

出土遺物観察表中、遺物実測図中及び写真図版中の遺物番号は統一したものである。従つて写真図版

を掲載していない遺物もあるため同図版香号は必ずしも連続香号とはならない。
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第 1図 御岳田遺跡・周辺遺跡位置図



は じ め に

敷島町大下条地区は、県都甲府市に隣接する本町の中でも平坦地を形成 し、尚且つ広範囲に耕作地

が残る唯一の場所である。このため近年土地開発が著 しく増加をしている地域でもある。1994年 に行

われた遺跡詳細分布調査の結果をみると遺跡包蔵地の約30%がこの大下条地区に集中している。この

ため発掘件数も必然的に増大 し、また、新たな遺跡の発見にもつながっている。

今回調査された御岳田遺跡もこれまで知られていなかった遺跡の一つである。古墳時代前・中期住

居跡 3軒、平安時代中期から後期の住居跡 3軒の他、古墳時代前期の祭祀跡なども発見されてお り、

これまで空白であった甲府盆地北西部における当該期の歴史環境に新たな資料を齊らす結果となった。

調査面積は約1,500m2、 標高289mを測る。

第 1章 遺跡周辺の環境

1.遺跡の立地と地理的環境

遺跡の所在する敷島町は、甲府盆地の北西端部に位置し、甲府市の西方に隣接する。町域は南北

約15 km、 東西約 4 kmで、南北に細長い帯状を呈した町である。町の北部は山梨百名山にも選定され

ている太刀岡山や茅ケ岳などの山々が等え立つ山岳地帯であり、南部は奥秩父山系金峰山に源を持

つ荒川によって形成された扇状地域となっている。山岳地域と扇状地域の境目、ちようど扇頂部に

は黒富士火山によって形成された台地が廷びている。町域の北部約 8割が山間地域、南部の 2割が

扇状地となっている。この扇状地上には市街地が広がり、また、遺跡包蔵地の 8割 を占める地域と

もなっている。

御岳田遺跡は、敷島、双葉両町に跨る道尾山より源を発する貢川の左岸に位置し、貢川によって

形成された自然堤防上に営まれた遺跡である。御岳田遺跡南方には弥生時代後期の集落遺跡として

知られる金の尾遺跡があり、自然堤防 (尾根)上にはその地形を利用して多くの遺跡が存在するも

のと考えられる。

2.遺跡周辺の歴史的環境

敷島町が属する中巨摩郡は、中央に大河、富士川が南流し扇状地を形成している。このため郡下

の殆どの町村は河川氾濫による土砂堆積が顕著にみられ、特に中巨摩郡東部では西から延びる笛吹

川の影響もあり、遺跡数は極僅かである。このような環境にあって、敷島町は町域西側に黒富士、

茅ケ岳火山によって形成された通称赤坂台地が町を覆うように延びているため、富士川の影響はま

ったくみられず、縄文時代より比較的安定した状況にあったようである。しかし、町域東狽Jを南流



する荒川の氾濫跡や旧河道は所々に看取され、特に平安時代末期から中世初頭にかけて町域東狽↓に

おいて比較的大規模な水害を受けていることが最近の発掘調査で明らかとなってきている。

遺跡南方約500mに は、弥生時代を中心とする金の尾遺跡が所在する。縄文時代前期末の住居をは

じめ中、後期、弥生時代後期、古墳時代前期の生活を示す遺構が明らかになってきている。特に近

年の調査で弥生時代の住居跡群、方形周溝墓群、そして環豪跡が見つかつており、弥生研究に大き

な資料を提示 している、

遺跡東方約500mに所在するのが松ノ尾遺跡である。平安時代後期を中心とする遺跡で、荒川の氾

濫跡や平安後期の金銅製阿弥陀如来坐像 2加などが出土 している。布目瓦も出土 していることから

政治的にも重要な地域であった可能性が高い。

遺跡西方約1.5kmに ある台地を中心に古墳時代後期に築造された古墳群がある。一般的に赤坂台古

墳群と呼ばれ、甲府盆地における古墳時代後期の動向を探る一つの資料群をなしている。

敷島町では戦後まもない時期には4～ 5基の古墳が確認されているが、現在では 2基を残すだけ

となっている。松ノ尾遺跡からは、荒川の水害によつて堆積 したと考えられる遺物包含層中から勾

玉、耳環、ガラス玉、切子玉、臼玉、鉄製刀子など副葬品色が濃い遺物が出土 していることから古

墳時代には荒川沿岸にも多 くの古墳が築造されていたと考えられよう。

く

浴

第 2図 御岳田遺跡遺構配置平面図



第 2章 遺構 と遺物

1.住居跡と遺物

御岳田遺跡では、 6軒の住居が調査された。内訳は、古墳時代 3軒、平安時代 3軒である。古墳時

代の住居は前期 2軒、中期 1軒、平安時代は10世紀後半のものが 1軒、11世紀末から12世紀前半にか

けてのものが 2軒である。

● 1号住居跡 (第 3図、図版 2)

A、 B-2～ 3グ リットに跨がって位置する。規模は南北4.6m、 東西4.4m、 壁高は四方とも35cmを

測り、方形を呈す。柱穴は南東、南西コーナーに各 1箇所確認され、直径はともに30cm、 深さ20cmで ある。

住居中央部分に東西90釦、南北50cmの 範囲で楕円形状に焼土が深さ7 cmに わたつて確認された。炉

跡と思われる。この炉跡を中心に小型手づくね土器などを含む多数の土器片が出土した。

◎

| |  |

第 3図  1号住居跡・出土遺物
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02号住居跡 (第 4図、図版 2)

B-1グ リットに位置する。遺構の西側半分が調査区外になるため本住居の北、南壁の一部と西壁

は確認できなかった。

規模は南北 5m、 東西は調査可能範囲で2.5m、 壁高は四方とも平均35cmを 測 り、方形を呈す。柱穴

は北壁のほぼ中央と推測される付近、東壁中央付近、南東コーナーの合計 3箇所で確認され、いずれ

も直径25cm、 深さ15御を測る。

遺物は、遺構中心付近から北壁にかけてまとまって出土する。

I I I

第 4図  2号住居跡 。出土遺物
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03号住居跡 (第 5。 6図、図版 2)

A-8グ リットに位置する。規模は南北4.lm、 東西4.3m、 壁高は西壁45cm、 南、北壁35cm、 東壁

25clllを 測 り、方形を呈す。

柱穴は直径35cln、 深さ20clllを 測るものが北東、北西、南西コーナーに各 1箇所、直径25伽、深さ15 cm

を測るものが北壁、南壁中央付近に各 1箇所、同じく直径25cmを 測る穴が南東コーナーに2箇所確認

された。

また、東壁南側に幅65 cm、 奥行き35cmの 範囲で焼土が全面に確認され、その周辺からも3～ 10皿肥

度の焼土ブロックが認められたことなどからカマ ド施設の可能性が考えられる。

堆積土では、第 2層 中に花筒岩質の長径20cm前後の礫が全面に認められ、砂粒 も多いことなどから

水害が齋らされた可能性が高いと考えられる。

遺物は全体から出土するが、西、南壁付近に多 く認められる。

A 2896

篭
◎

⑥ に

拌

ヽ

◎
⑥ 

④8

1暗茶褐亀と。粘性弱。しまり弱。全体に10～ 2∞Щの要を含む。

2募福色二 粘性な愧 全体に砂粒 κhH～ 20tlmω 擦を含F」。

|  |  |

第 5図  3号住居跡
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第 6図  3号住居跡出土遺物
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● 4号住居跡 (第 7図、図版3)

E、 F-1グリットに位置する。規模は南北3.85m、 東西4。 25m、 北、南、西壁は高さ10cm、 東壁

は20clllを 測り、形状は方形を呈す。

南西コーナーに直径90cnIの 円形を呈した浅い掘 り込みが看取された。また、東南コーナーの東壁付

近に直径40cmの 範囲で円形状に焼土が確認された。カマドの可能性が考えられよう。

堆積層第2層 中に、直径20cm前 後の花尚岩質の礫が混入しており、3号住居と様相が類似する。

怖
I I I

|  |  |一］
第 7図  4号住居跡・出土遺物



● 5号住居跡 (第 8図、図版3)

F、 G-1グリットに位置し、南北5,4m、 東西3.6m、 の長方形を呈す。北、南、東壁辺おいて、

幅60 cm、 深さ10cmほ どの浅く掘 りこまれたような箇所が所々に認められた。壁は西側において10 cm、

北、南、東壁においても10～ 20 cmを 測る。また、東壁に沿うかたちで、直径60 cm、 深さ約15cmの 円形

状の穴が3カ所、中央北より直径35 cmの 円形状ピットが 1カ所認められた。

◎〇
性
弐
＼

ク

ξ婁題解鰯 籍言塞毯数

|  |  | |  |  |

5号住居跡・出土遺物
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第 3図



● 6号住居跡 (第 9図、図版 3)

E、 F-4グ リットに位置し、南北4.35m、 東西4mの方形を呈す。壁は四方とも高さ約15cmを測る。

東壁南東コーナー付近に直径30 cmの 範囲で円形状に焼土が確認された。また、住居中央北恨‖全体に直

径20～70cmの 花尚岩質の礫が混入しており、砂粒も多く堆積する。

A 2895 ml

| | |

と黒褐色二 粘性弱。全体に砂れを含言ら白色メコツアt/Jた含と。
2末褐色二 粘性な味 全体に細砂粒を含む。

▽ |「
::7¢珍¢̈そ介

ク

|  |  |

第 9図 6号住居跡・出土遺物 (1)

《 |:
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第10図  6号住居跡・ 出土遺物 (2)
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一界 1号住居跡出土遺物観察表表】

器 種 器  形 計  測 値 掲台   土 色   調 焼 成 器 形 ・技 法 の特 徴

1 土師器
ユァ

器

チェ
土

高
径
径

器
口
底

7 1 cm
8 0 cm
4 9 cm

キ メ 粗 し 明 茶 色 やや良 皐羅昇嵩冴要夕冒?歩 各ヽ屎蔀織囲昇嵩
の ハ ケ ロ。 内 面 底 部 指 頭 痕 有 り。

2 土師器 器  台
高
径
径

器
口
底

砂粒を多く合み
キ メ 粗 い 明茶掲色 良

脚部に直径13cぃ の円子しが3ケ 所外側から内組1に向かつ
て穿たれている。タト面脚部、内面体部ヘラ磨き。内面
脚部来付斎ハ器をき[中 央に直径1 lcmの 円■を持つ。

3 土師器 高   不 推定日径 14 6 cm キ メ 細 か い 明茶褐色 良 外面脚部、内面体部ヘラ磨き。

4 土師器 高   郭 底 径 19 2 cm キ メ 細 か ヽ
色
色褐

納
黒
明

面
面

内
外 良

脚 言Бに直 径 1 7cmの 円 子しが 3ヶ 所 夕Mlか
ら内 側 に 向 か っ て 穿 た れ て い る 。 クト面
脚 部 ヘ ラ磨 き。

5 土師器
状
甕

字
縁

Ｓ
口

回 径 金雲母を含む 赤 掲 色 良
口辺部横ナデ仕上げ。
外面胴部櫛描痕。

2号住居跡出土遺物観察表

器 種 器  形 計  測 値 胎   土 色   調 焼 成 器 形  技 法 の特 徴

l 土師器 杯

高
径
径

器
口
底

キ メ細 か ヽ 明茶掲色 良
口辺部横ナデ仕上げ。
外面体部ヘラ磨き。

2 土師器 杯

高
唯
径

器
脱
底

長石、石英を
含む

面
面

内
外

淡茶色
暗茶色

良
回辺 部 横 ナ デ 仕 上 げ 。
外 面 体 部 ヘ ラ磨 き。
底 部 ヘ ラ整 形 。

3 土師器 邦

高
径
径

器
口
底 部徽

を

か
粒
剤

砂
キ

色
色

掲
茶

茶
黒

面
面

内
外 良好

口辺 部 横 ナ デ 仕 上 げ 。
内 面 体 部 縦 方 向 の ヘ ラ磨 き。
外 面 体 部 横 方 向 の ヘ ラ磨 き。

4 土師器 杯
器高  6 5 cm
口ぞを 14 7 cal

キ メ細 か い 茶 褐 色 良
口辺部横ナデ仕上げ。
内 ,外面体部ヘラ磨き。

5 上師器 14N
器高  5 2 cm
lコ宿ヒ 12 8 cm

キメ細かく緻密 赤 褐 色 良好
口辺 部 横 ナ デ 仕 上 げ 。
内 面 体 部 維 方 向 の ヘ ラ磨 き。
外 面 体 部 横 方 向 の ヘ ラ磨 き。

6 土師器 高   不

高
径
径

器
口
底

キメ細かく緻密 茶 掲 色 良好
口 辺 部 横 ナ デ仕 上 げ 。
内 ・ 外 面 体 部 横 方 向 の ヘ ラ磨 き。
脚 部 に指 頭 痕 有 り。

F-1 鉄製品 刀   子 現存長 17 3 cm

3号住居跡出土遺物観察表

器種 器  形 計  測  値 月台   土 色   調 焼 成 器形 ‐技 法 の特 徴

l 土師器 皿

高
径
径

器
口
底

赤色粒子を含み
キメ細かく緻密

明茶褐色 良好
口 辺 部 横 ナ デ 仕 上 げ 。 外 面 伝 部 下 半 ヘ

ラ削 り。 外 面 底 部 ヘ ラ削 り及 び 墨 痕 有
り。 ロ ク ロ右 回 転 。

2 土師器 皿
高
径
径

器
口
底

赤色粒子を含む 茶 褐 色 良
口 辺 部 横 ナ デ 仕 上 げ 。 外 面 体 部 下 半 へ

ラ削 り。 外 面 底 部 糸 切 後 、 ヘ ラ 削 り整
形 。 内 面 ス ス付 着 。 ロ ク ロ右 回 転 。

3 土師器 杯
高
径
径

器
口
底

赤色粒子を含む 明茶褐色 良
口辺 部 横 ナ デ仕 上 げ。外 面体 部 下半 へ
ラ削 り。タトI臣底 音るr、 ラ肖」り。 1殉 面九柴付
着。 ロ ク ロ左 回転 。

4 土師器 杯
高
径
径

器
国
底

キメ細かく緻密 茶 掲 色 良
回 辺 部 横 ナ デ 仕 上 げ 。
外 面 体 部 下 半 ヘ ラ削 り。
タトm底 音Бヘ ラ削 り。

5 土師器 郭
高
径
径

器
回
底

キメ細か く緻密 色
髄

黒
嚇

面
面

内
外 良好

口辺 部横 ナ デ仕 上 げ。
タト面底 音Б及 びイ本音[ヘ ラ削 り。
内黒 土 器 。 ロ クロ右 回転 。

6 土師器 高台付皿 底 径  5 9 cm 赤色粒子を含む
色
色茶

黒
淡

面
面

内
外 良

外面底部ナデ仕上げ。
内黒土器。

7 土師器 高   郭 口 径 13 0 cm 砂粒 を含 む 茶 褐 色 良
内・外面体部に放射状のヘラ磨きが施
される。

8 土師器 豆 ,三電ぞζ  6 3 cm 砂粒 を含 む 茶 掲 色 良
内面胴部横方向のハケロ。
外面胴部斜め方向のハケロ。

9 土師器 甕 口径  22 0 cn 金雲母を多く
合む 茶 褐 色 良

回 辺 部 横 ナ デ 仕 上 げ 。
内 面 胴 部 横 方 向 の ヘ ラ ナ デ 。
外 面 胴 部 斜 め 方 向 の ハ ケ ロ。

土師器 皿

編
唯
径

擬
統
底

キメ細かく緻密 明茶褐色 良 台毘最駿垢雰理?希討界巻監部及び体
部 下 半 ヘ ラ削 り。 ロ ク ロ右 回 転 。

11 土師器 キ メ細 か V 明茶褐色 良 外面底部に「 (」 の墨書有り。

12 土師器 キ メ細 か V 茶 褐 色 良 外面体部下半に「 II(」 の墨書有り。

土師器 杯 底 径  3 8 cm 赤色粒子を含む 淡 茶 色 良
外面底部にレ刊の墨書有り。
外面底部糸切後、ヘラ整形。

14 土師器 皿
赤色粒子を合み
キメ細かく緻密

茶 褐 色 良好
外 面 底 部 に「 /」 の墨 書 有 り。
口辺 部横 ナ デ仕 上 げ。
外 面底 部 及 び体 部 下 半 ヘ ラ削 り。



【第2表】 4号住居跡出土遺物観察表

No 器種 器 形 計 測 値 胎  土 色   調 焼 成 器形・技法の特徴

1
土師質
上 器

小   皿

高
径
径

器
口
底

金雲母を多く
含む 茶 掲 色 良好 昼欝肇5造昼告妄ピを回転。

2
質
器

土
上

小   皿

高
径
径

器
口
底

金雲母を多く
含む 茶 褐 色 良

着

ｏ転

付
痕
回

煤
切
右

に
糸
ロ

面
部
ク

内
底
ロ

3
土師質
土 器

小   皿
推定器高  2 35cm
推定回佳  9 8 cm
推定底佳  4 4 cm

金雲母を多く
含む 茶 掲 色 良 底部糸切痕。

4
質
器

土
土 高台付皿

高
径
径

器
口
底

ゼ督泳令尋侵
糸田かい

淡 茶 色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。
ロクロ右回転。

5
土師質
土 器

高台付杯 むヽ
粒
含

砂
を

金雲母
茶 褐 色 良 ロクロ右回転。

6
質
器

師土
土

羽   釜

一尾器
口
底

砂粒、金雲母
を含む 茶 褐 色 良

1 石製品 凹   石
最大幅 16 5 cnl
最大厚 8 7 cm

石材 安山岩

F-1 鉄製品 刀   子 聴
幅

7 1 cnl

1 2 cm

5号住居跡出土遺物観察表

器種 器  形 計 測 値 胎   土 色   調 焼 成 器形・技法の特徴

1 土師器
S字 状
口 縁 奏

口径 14 1 cm 砂粒 を含 む 茶 褐 色 良 籍房居青;1夢宮要喜t娠な吊蔀従宗存写
2 土師器 甕 底径 7 1 cm 金雲母を含む 茶 褐 色 良 外面縦方向のハケロ。

6号住居跡出土遺物観察表

器種 器  形 計 測 値 胎   土 色   調 焼 成 器形・技法の特徴

1

質
器

土
土 小   皿

古星器
口
底

く
細

多
メ

を
キ

母

ヽ

雲
み
い

金
合
か

茶 褐 色 良好 ロチ愁磐春曇伊
上げ。

2
土師質
土 器

J 皿

2 95c血
9 9 cm
4 5 cm

く
細

多

メ

を

キ
母

ヽ

雲
み
い

金
含
か

黒 茶 色 良好
内 外面体部ヘラ磨き。
底部糸切痕。

3 上師器 花定回そ 11 8 cal 砂 粒 を含 む 明 茶 色 良 内 外面体部ヘラ磨 さ。

4 土師器 胴最大佳  9 2 clll 砂粒 を含 む 明 茶 色 良
外面体部ヘラ削り後、横ナデ。
内面体部に指頭痕有 り。

5 土師器
ね
器

捏手
土

一局
雌
径

器
統
底

金雲母を含む 暗 灰 色 良

す有を反るれ

　

ｏ
議釦議雌幹

報

徐
聯師瓶

6
土師質
土 器

不
高
径
径

器
口
底

金雲母を多く
含む

黒 茶 色 良 昌欝覇残F娑まことげ。
7 土師器 小 型 重

高
唯
径

器
統
底

金雲母、石英
を含む 茶 褐 色 良 塁景:搭證播憲耳ζサヤケロ:

8 土師器 底径 4 1 cm キ メ細 か い
色
色

褐
茶

茶
暗

面
面

内
外 良

内面ナデ仕上げ。
外面底部ヘラ磨き。

9 土師器 奏 推定日径 18 2 cm 金雲母を含む 黒 茶 色 良 昴§強唾巖∋粂尋身哲きIミ
を有筑

土師器 一霊 胴最大金 32 4 cm 砂粒 を含 む
色
色

茶
褐

淡
赤

面
面

内
外 良 内面ナデ仕上げ。

ユ 石製品 石  錘
幅

厚

大

大
3 4 cm
0 6 cm

石材 粘板岩

17



【第3表】 土 坑 観 察 表

土坑No 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 出 土 遺 物 グリット

1 260 50 B-2

2 C-2

3 C-4

4 一
‘ B-4

5 120 ミニチュア土器 B-5

6 B-5

7 杯 小 片 A-4

8 甕 小 片 A-9

9 D-1

10 140 A-4

11 40 G-4

190 F-4

つ
υ 20 F-5

14 甕 小 片 E-5

E-5

44 G-4

80 G-6

18 F-6

G-7

甑の底部・高杯の脚部 F-7

F-7

50 F-7

97 E-7

24 刀
生 H-7

皿 H-7

40 E-3

小皿 2点 E-3
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【第4表】 土坑出土遺物観察表

器種 器 形 計 測 値 胎  土 色  調 焼 成 器形・技法の特徴 土坑番号

l 土師器
ミニチュア
土  器

高
径
径

器
口
底

金雲母を含む 暗 茶 色 良
ミニチュアの対。
口縁部から顕部にかけて横ナデ仕上げ。

5号土坑

2 土師器 郭 焼 日径 10 0 cm
キメ細かく
緻密

茶 褐 色 良 口辺部横ナデ仕上げ。 7号土坑

3 土師器
状
甕

字
縁

Ｓ
回

焼日径 19 6 cm キ メ粗 し 茶 褐 色 良 外面胴部ハケロ。 8号土坑

4 土師器 甕
金雲母を少
量含む 黒 茶 色 良 内・外面ナデ仕上げ。 14号土坑

5 土師器 高  不 底 径 5 cm
英
む

石
含

石
多

長
を 明茶褐色 良 処肇撞昂標権笹豚ヂ

y撃
,をでte免内20号土坑

6 土師器 甑 底径 6 4 cm 釜雲母を含む 茶 褐 色 良 底都中央に直径1 lcmの 円孔を有す。 20号土坑

7 土師器 皿

一是器
口
底

キメ細かく
緻密

明茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。
外面底部ヘラ整形。

25号土坑

8
質
器

師土
土 小  皿

一是器
口
底

金雲母を多
く含む 黒 茶 色 良 目夢啓磐き贔争

上げ。
27号土坑

9
質
器

師土
土 小   皿

高
径
径

器
口
底

金雲母を多
く含む 灰 茶 色 史 唇夢愁磐き曇伊

上げ。
27号土坑



3.竪穴状遺構

【第5表】 竪穴状遺構観察表 (第 15～ 17、 図版4)                (単 位 im)

遺構番号 遺 構 規 模 深  さ 形 状 グリット 備  考

1号
南北 3、  2

東西最大2.6 最小1.7

0.4

東側0.08
不整形 A-1

遺構北側に直径0.2～ 0.4

の花商岩質の礫混入

2号
ドユ】ヒ4、  45

東西 2、 2
長方形

C-8
D-8

3号
南北 5、  7

東西 2、 0
0.45 長方形 C-2

01号祭祀遺構 (第 18図、図版 4)

F-8、 G-8グ リットに位置する。規模は、南北8.3m、 東西4.75mの 長方形を呈す。南壁から北

へ 3mの ラインまでは深さ17cm、 3mラ インから北壁までが深さ50cmと なる。このため遺構南側が東

西約 5m、 南北 3mの規模でテラス状を形成する。

テラスより北側からは絶えず水が湧 き出していた。遺跡内において水が湧 く場所は本遺構 しかなく、

また、テラス北側の湧水落ち込み部分からは比較的大型の壼や S字甕などが一列に並び西側に倒れた

状態で出土していることなどから水に関係する祭祀遺構と考えられる。

● 2号祭祀遺構 (第21図 )

E-8グ リットに位置 し、規模は南北3.8m、 東西3.95mの方形状を呈す。深さは南壁力M2cmと やや

深いほかは、北、東、西とも20～ 27cnIを 測る。遺構中央やや西狽‖及び北壁西より直径60伽の範囲で焼

土が確認された。

本遺構 も1号祭祀遺構同様湧水が認められる。また、全体から遺物が出土 しているが、その年代は

古墳時代前期の壼や10世紀中葉のイ、12世紀初頭の小皿といった不連続で時代の統一性を欠 くもので

ある。

●塚 (第 23図、図版 7)

B-7グ リットに位置 し、南北軸4.85m、 東西軸3.95mの 楕円形状を呈す。塚底部の外郭には直径

60clll前後の花筒岩質の礫が敷かれ、その上に直径10～ 20cmの花尚岩質の礫が71,7cmの 高さまで墳丘状

に積まれる。礫の間からは12世紀初頭の土師質杯や高杯の脚部などが出土 しているが、石郭などの施

設は無 くただ礫を墳丘状に積み上げたという状況であった。
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第15図  1号竪穴状遺構・出土遺物

1号竪穴状遺構出土遺物観察表

m

1明茶掲色二 粘性な硯 全体に砂粒、3～ alnmo/1、礫を含帆
2明茶褐色二 粘性弱。全体に砂粒、5～ 10mmの打蝶 、9Hlul前後の長石を含益
3暗茶褐色遠 粘性なL.全体に砂粒を含む。
4黄褐色亀 粘性な晩 砂粒、長石を多く含む。

ノ
/

ノ
＼

＼

、

／

／

【第6表】

／　／イ　
／

器 種 器  形 計 測 値 胎 土 色  調 焼 成 器形・技法の特徴

l 土製品 紡 錘 車
軸
軸
さ

長
短
厚

キメ細かく級密 茶 褐 色 良
中心に直径0 8cmの 円子しを持つ。
全体にヘラ磨きが施されている。

2
質
器

師土
土 ガヽ  皿

士屋器
口
底

金婁母を含み
キメ細かく緻密

茶 褐 色 良
底部糸切痕。
ロクロ右回転。

3 土師器 台 付 甕 現存器高  3.2 cm
く

む含粗
難

メ

ヽ
石キ

節
面
面

内
外

淡茶色
茶褐色

良 内面ナデ仕上げ。

4 土師器 高  芥 推定日径 16.6 clll キメ細かく緻密 茶 褐 色 良 口辺部横ナデ仕上げ。
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第16図  2号竪穴状遺構 。出土遺物
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【第7表】 2号竪穴状遺構出土遺物観察表
器種 器 形 計 測 値 胎 土 色  調 焼 成 器形・技法の特徴

l

質
器

師土
土 小   皿

器高 2 65cШ

民獲 ヱ:二 謎
金雲母を多く
含む 暗茶褐色 良好

底部糸切痕。
ロクロ右回転。

2
土師質
土 器

/」  ヽ  皿
伽
伽
伽

夏

獲

器
口
底

金雲母を多く
含む 暗茶褐色 良

底部糸切痕。
ロクロ右回転。

3
質
器

師土
土

小  皿

絡
唯
径

焼
焼
底

金雲母を多く
含む 暗茶褐色 良 底部糸切痕。
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【第8表】

第17図  3号竪穴状遺構・出土遺物

3号竪穴状遺構出土遺物観察表

器種 器  形 計 測 値 胎  土 色  調 焼 成 器形 技法の特徴

1 土師器 ユア
器

チ羊
土

Ｃｍ
Ｃｍ
卿

一是器
口
底

石英、金雲母
を含む 茶 褐 色 良 全体を横ナデ仕上げ。

2 土師器 器   台 口径 9 0 cn キメ細かく級密 茶 褐 色 良
器受部中央に直径1 2cmの 円孔を有す。
口辺部横ナデ仕上げ。

3 土師器 高   杯 底径 8 8 cln キメ細か く緻密 茶 掲 色 良
裾部横ナデ仕上げ。
内・外面脚部ヘラ磨き。

4 土師器 器   台 熊定底雹 l14 キメ細かく緻密 茶 褐 色 良
脚部に直径1 3cmの 円孔が3ヶ 所穿た

熟理Yi♀ 美に直径0 8cmの 円孔を有す。

5 土師器 対 推定日径 11 2 cm キ メ 細 か ▼ 淡茶褐色 良 黛層塁露啓啓岳醤黄ヨ馨誓子tを曇難荏
6 土師器 乾定日径 15 8 cll キメ細 か ▼ 茶 褐 色 良 口辺部横ナデ仕上げ。

1 石製品 石   錘 冒1目
ｃｍ

Ｃｍ

Ｃｎ

石材 粘板岩

ユ 鉄製品 刀   子
存

幅
9 1 cm
1 4 cm

「-2 鉄製品 鋤   先
現市長 4 7 cm
幅 81c血
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第18図  1号祭祀遺構・出土遺物 (1)
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第19図  1号祭祀遺構 。出土遺物 (2)
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【第9表】 1号祭祀遺構出土遺物観察表

器種 器 形 計 測 値 胎   土 色   調 焼 成 器形 技法の特徴

ユ
土師質
土 器

ガ
器

チ】
土

Ｃｍ
ｃｍ
伽

夏

桂

器
口
底

金雲母を多く
含む 暗 茶 色 良好

内・外面体部及び口辺部横ナデ仕上げ。
底部糸切痕。

2
質
器

師土
土 ガヽ  皿 自屋拿i5離

金雲母を含む 淡 茶 色 良
内,外面体部及び口辺部横ナデ仕上げ。
底部糸切痕。

3 土師器 皿 底径 41伽 赤色粒子を含む 淡 茶 色 良
外面底部及び体部ヘラ削り。
外面底部に レι」の墨書有り。

4 土師器 皿 饉孝評:|
赤色粒子を含む 茶 褐 色 良

口辺部横ナデ仕上げ。
外面底部及び体部ヘラ削り。

5
質
器

師土
土 不

伽
ｍ
ｃｍ

器

鰤

鉱
赤色粒子を含む 橙 褐 色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。
外面底部及び体部ヘラ削り。

6 土師器 不 自屋|ド離
金雲母を多く
含みキメ細かい 暗茶褐色 貞好

内・外面体部及び口辺部横ナデ仕上げ。
底部糸切痕。

7 土師器 高  杯
ｃｍ
ｍ
ｃШ

饉 キメ細かく級密 茶 褐 色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。
外面体部及び脚部ヘラ削 り。

8 土師器 壷 底径 9 2 clll
長石、雲母を
含みキメ粗い 茶 褐 色 やや良 昼景渠整合詳箋`

ケロ°

9 土師器 壼 底径 8 4 clll
長石、金雲母
を多く含む 茶 褐 色 良 禽詈担誤芙書塗ろ写i早デ。

土師器
S字状口
縁台付甕

Ｃｍ
Ｃｍ
伽

高
径
径

器
口
底

金雲母を含む 黒 茶 色 良
]章融環冷ぞ舞歳努脅劣買妥瞥争隼堺赤苦

lユ 土師器
S字状口
縁台付奏

北定器高 25 5 cm
口径 12 55cm

金雲母を含む 黒 茶 色 良 用郡儒親縄熱厨懇寿嵩謝撫夕習P
土師器 〓巨

夏

橿

器
口
底

長石を含みキ
メ粗い 茶 掲 色 良 外面胴部及び内外面口辺部ヘラ磨き。

土師器 士電

す屋器
口
底 昂霧糸合雰昇 淡 茶 色 良 点岳吊零辛察雇羅号識警欠寮留余橿環庭者

石  器 打製石斧

辱
結
ピ
厚

存

大

大

現

最

最

材
岩板

石
粘

F-1 鉄製品 刀  子 Ｃｍ
伽

長士
十
幅

現
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第21図  2号祭祀遺構 。出土遺物 (1)
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第22図  2号祭祀遺構・出土遺物 (2)

【第10表】 2号祭祀遺構出土遺物観察表
No 器種 器 形 計 測 値 胎  上 色  調 焼 成 器形・技法の特徴

l
質
器

師土
土 小   皿

夏

犠

器
口
底

金雲母を多く
合む 茶 褐 色 良

内,外面体部及び口辺部積ナデ仕上げ。
底部糸切痕。

2
土師質
土 器

小  皿
一屋器

口
底

金雲母を多く
合む 暗茶褐色 良

内ウト面体部及び口辺部横ナデ仕上げ。
底部糸切痕。

3 土師器 皿

高
径
径

器
口
底

キメ細かく緻密 橙 掲 色 良 合署雷酷欝騨馨FF削
り。

4 土師器 郭
∽
卿
卿

一尾器
口
底

キ メ細 か し 茶 褐 色 良 界言啓罫素写獲:受移調整。
5 土師器 杯 推定底4  5 0 cm キメ細かく級密

色
色茶

黒
淡

面
面

内
外 良好 丹尋泰:i文サ懲巨:」

り。
6 土師器 イ

ｃｍ

ｃｍ

ｃｍ

齢鰯鰯
赤色粒子を含む 橙 褐 色 良

口辺部横ナデ仕上げ。
外面体部下半ヘラ削り。

7 土師器 杯 饉圭,:|
キメ細かく緻密

色
髄

黒
嚇

面
面

内
外 良好

内黒土器。日辺部横ナデ仕上げ。
外面体部及び底部ヘラ肖Jり 。内面縦方向の暗文。
外面底部に レ▼Jの墨書有 り。ロクロ右回転。

土師器 士重

高
径
径

器
口
底 暴景法令尋昇 淡 茶 色 良 需鍮蠣評麟識錐望、
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第23図 塚・ 出土遺物

【第11表】 塚出土遺物観察表

器種 器  形 計 測 値 胎  土 色  調 焼 成 器形・技法の特徴

1

質
器

土
土 杯 自雇11:|:| 金雲母を多く

含む
暗茶褐色 良好 g郎

零 竪

び口辺部横ナデ仕上げ。

2 土師器 甑 底径 6 2 cm むヽ
央
含

石
を

金雲母
橙 褐 色 良

底部中央に直径1 4cmの 円孔が内側か
ら外側に向かって穿たれている。
外面胴下半部ヘラ磨き。

3 土師器 高  不 底径 17 0 cm キメ綱かく級奮 明茶褐色 良 整酷撞写篠推笹杯ゴ弄覇紫奨笞竜亀。
31 石製品 凹   石

幅

厚

大

大

最

最 石材 安山岩
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【第12表】 遺構外出土遺物観察表 (石器・石製品)

No 器  種 現存長 最大幅 最大厚 重  量 石 材 グ リ ツ ト

S-1 有≧石鏃 2.5cm 1.3 cm 0.45cm 0,78g 黒曜石 確 認 面

S-2 尖頭器形石鏃 3.3cm 1.5 cm 0.5 cm 0.53g 黒曜石 確 認 面

S-3 尖頭器形石鏃 1.8 cm 1.2 cm 0.4c皿 1.61g 黒曜石 確 認 面

S-4 打製石斧 6.6 cm 4.5c皿 1.25cm 粘板岩 確 認 面

S-5 2.3 cm 1.O cm 1.2 cm 水  晶 C-7

S-6 水晶製丸玉 1.9 cm 直径 1.9 cm 水  晶 C-7

S-7 1.9 cm 2.4 cm 0.9 cm 水  晶 C-7

S-8 4.l cm 1.5 cm 1.2 c皿 水  晶 C-7

S-9 3.8 c皿 2.05cm 1.4 cm 水  晶 C-7

S-10 4.5 cm 1,7 cm 1.45cm 水  晶 C-7

S-11 4.3 cm 2.75cm 1.9 cm 水  晶 C-7

S-12 4.6 cm 2.5 cm 1.55cm 水  晶 C-7

S-13 7.l cm 1.7 cm 1.7 cm 水  晶 C-7

【第13表】 遺構外出土遺物観察表 (土器)

器種 器  形 計 測 値 胎  土 色  訓 焼 成 器形・技法の特徴 グリット

l 土師器 対 推定日径  9 0 cШ キメ細か� 明茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。
内面口辺部ヘラ磨き。

C-6

2 土師器
S字状口
縁台付養

推定日径 19 3 c皿
石

むヽ
母
含

雲
を

金
英 明茶褐色 史

口辺部横ナデ仕上げ。
外面顕部から斜め方向のハケロ。

C-6



第 3章 御岳田遺跡出土水品について

山梨県は山々に囲まれた環境下にあつて、古 くから天然の水晶を多く産出する地域として知られて

きた。水晶の原産地に近接する縄文時代の集落跡からは、水晶を用いた石器が確認され、また古墳時

代には水晶を利用した首飾 りのパーツが盆地全域に造られた古墳の多くから認められる。例えば4世

紀後半代に築造された関東屈指の前方後円墳である甲斐銚子塚古墳では水晶製の勾玉が 4点認められ、

6世紀代になって遺営される群衆墳からは切子工等の水晶製玉類の出土が知られている。実際水晶の

硬度は実用品である石器に適し、また透明感のある美しさは装飾品だけでなく現代でも呪術的な意味

合いを持つ道具として用いられるなど、各方面で多用されている。

本遺跡の落ち込み部分からは8点の水晶原石と1点の水晶製丸玉未製品がまとまって出土した。水

晶の原石はほとんどが六角柱で、黄茶褐色の付着物が観察できるものもある。水晶製九玉未製品は大

角柱を呈する水晶原石の柱頭及び柱尾を削り取つた多面体の状態である。六面体を観察することが可

能で、この後六面体を構成する稜線部分を研磨し、九玉へ形成した上で、紐を通す子しを穿孔するもの

と推定できる。この資料は県内の水晶製九玉の製作過程を知る貴重な資料である。遺構が明確でなく

玉製作に関連する遺物の出土も見られないことから、直ちに玉作 り工房跡であると断定はできないが、

今まで県内では発見されていなかった玉作 り工房跡の存在をおおいに示唆するものである。共伴する

土器群の年代観から、これらの資料は4世紀後半代に位置づけることが可能である。

水晶製玉類の製作は弥生時代中期から見られる。京都府弥栄町奈具岡遺跡はその代表的なものであ

り、水晶を含む玉類の施策に携わった工房跡である竪穴住居跡36軒が確認されている 1)。 また弥生時

代後期から古墳時代前期にかけて山陰地方では盛んに水晶製玉類の製作が行われる。当地では古墳時

代の玉作 り遺物に一貫して水晶が用いられていることから、やがて水晶製切子玉へ発展 していくと推

定される2)。

さて本遺跡と同時期に関東地方で営まれていた玉作 り遺跡は、神奈川県・千葉県・茨城県・埼玉

県・群馬県等で確認されており、そのほとんどは碧玉や緑色凝灰石を用いた管玉の製作が中心となっ

ている。また鳴瑞材を用いて勾玉を製作 したものや滑石を用いたものも若千見受けられる。これらの

ほとんどは古墳時代前期以降、継続することなく消滅する3)。 一方この時期、長野県においても社軍

人遺跡等の玉作り遺跡が発掘調査されている。このように見てきた時、本遺跡に玉作 り工房跡が存在

したとするならば、関東甲信地方で興る工作り集国の一つともいえよう。

このようにして製作された水晶製の玉類がいったいどこへもたらされたのかは不明である。県内の

該期の古墳及び集落からはいずれも水晶製丸玉の出土は認められていない。今後これら盆地内で製作

された玉類が、どのように供給されたのか、そのルートを知ることで該期の交易範囲を推定すること

ができる。本遺物は本県においてこれまで未解明であった製作技術の一つを知る上で極めて貴重な資

料であると言える。

1)増田孝彦・田代弘 1993 「奈具岡遺跡」

文化財調査センター

2)川村好密 1986 「玉生産の生産と流通J

3)寺村光晴 1975 『古代玉作形成史の研究』

『京都府遺跡調査槻報第55冊』 (財)京都府埋蔵

『岩波講座 日本考古学』 第 3巻 岩波書店

吉川弘文館

(石神孝子 )
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第 4章 ま と め

敷島町にはこれまでの発掘調査によって、南北に2本の微高地 (尾根)が存在することが確認され

ている。現在肉眼ではほぼ平坦地形を呈しているが古代においては、東西に河川と微高地が連続して

存在 していたものと考えられる。そして、この微高地上に遺跡の分布が認められている。御岳田遺跡

は敷島町西側に位置する微高地上に営まれた集落跡と言えよう。御岳田遺跡の南約500mを 中心に広が

る環濠集落遺跡金の尾遺跡も御岳田遺跡と同じ微高地上に営まれた遺跡であり、今後両遺跡の関連性

にも注目したい。

御岳田遺跡は、住屋跡が 6軒 と比較的少なかったが、微高地上での遺跡の存在や古墳前・中期、平

安後期の住居の発見によつて、これまで空白であった甲府盆地北西部荒川右岸地域の同時期集落形成

の一端を解明することができた。

【古墳時代】

現在山梨県における3世紀から5世紀にかけての土器編年については幾つかの論考が提出され、あ

る程度の時期区分が定着 しつつある。

御岳田遺跡から出土 した古墳期の上器について

も、出土遺構ごとにそれぞれ様相が異なる。第14

表は遺構時期分類である。

古墳時代の遺構、遺物はすべて前期から中期に

位置付けられるものであり、一つの特徴を示す。

先にも記 したが、遺跡南方約500mを 中心に広

がる弥生時代後期の環濠集落金の尾遺跡の第 6次

調査において、環濠が lmほ ど堆積 した時期に4

世紀末から5世紀代にかけての器台や壺型土器な

どが多量にあたかも投棄されたかのような状況で

出土 している。金の尾遺跡内において、当該期の

住居跡は 1軒 しか確認されておらず、今後両遺跡

の相関関係に注目したい。

御岳田 遺 構 名 時  期

I

1号住居・ 3号竪穴

(6号住居 )

4C中～ 5C初

Ⅱ 5号住居 4世 紀 末 葉

Ⅲ 1・ 2号祭祀 5世 紀 初 頭

Ⅳ 2号住居 5世 紀 後 半

V 3号住居 。2号祭祀 10C中 ～後 半

Ⅵ

4号住居 。(6号住居)

2号竪穴 。2号祭祀
12世 紀 初 頭

不  明 1号竪穴

【14表】 遺構時期分類

また、塚南側の若干凹地のような場所から出土 した水晶の一括品は、付近の同レベルで出土 してい

る広口口縁の九底土器などの年代から4世紀末から5世紀初頭にかけてのものと認識 したい。

〔平安時代】

遺跡東狽Jに位置する微高地上に形成された松ノ尾遺跡は、当該期の集落遺跡として知られている。

松ノ尾遺跡との対比など遺跡の調査が進展するにつれ、平安期の集落構造の理解が進むであろう。
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1号住居跡 (南より)

2号住居跡 (東より)

1～ 3号住居跡全景
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3号住居跡 (南より)



4号住居跡 (東より)

5号住居跡 (東より)

4～ 6号住居跡全景
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6号住居跡 (南より)



1号竪穴状遺構 (東より)

3号竪穴状遺構 (南より)

1。 3号竪穴状遺構、 1号祭祀遺構全景
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1号祭祀遺構 (東 より)
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住居跡 出土遺物

6住-5

3住-4

3住 -10

6住-1

6住-6

5住-2

47



'幾
鞠轟爵毒自白魯自白l寺白l自白喜与

魯壽麟
錢露・

20三Lt元-2

1祭-4

―
葵

6

1祭-7

2禁-3

構 出 土 遺 物

48

20土坑-1

3竪-1
2竪-2

1祭-1

1祭 -12

2祭-2



け

・・
叢

Ｓ・‐

遺構外遺物 水晶

lξ 11ゞ筆r怪妻妥lr

遺構外出土遺物・調査参加者



報 告 書 抄 録

ふ り が な み たけ だ い せき

垂 名 御 岳 田 遺 跡

副  書  名

巻 次

シ リー ズ 名 敷島町文化財調査報告書

シリーズ番号 8

編 著 者 名 大 蔦 正 之

編 集 機 関 敷島町教育委員会

所  在  地 〒4000123 山梨県中巨摩郡敷島町島上条1020

発 行 年 月 日 平成11年 (1999)9月 13日

ふりがな

所 収 遺 跡 名
所 在 地

コ ー ド ゴヒ准革 東経

調査期間
調査面積

m2
調査原因

市町村 遺跡香号 度分秒 度分秒

喬∵占督録

山梨県

中巨摩郡

敦島町大下条

963

193828 7

平成5年

4月 7日 ～

平成5年

7月 12日

民間店舗

建設事業

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

御 岳 田遺 跡 集落跡
古墳時代

平安時代

住居跡 6

土 坑 27

祭祀跡 2

土師器

郭・皿

壺

水晶製丸玉末製品の出土

敷島町文化財調査幸R告 第 8集

作P岳 田 追 跡

発行 日 1999年 (■ 11)9月 13日

発 行 敷 島 町 教 育 委 員 会
山梨県中巨摩郡敷鳥町島上条1020

TEL(055)277-4111

印 刷 有限会社 佐藤印刷企画




